
見通しに関する注意事項
本統合報告書の業績予想に関する記述および客観的事実以外の記述に関しては、当社が本統合報告書発行時点で入手可能な情報から得られた判断に基づいています
が、リスクや不確実性を含んでいます。実際の業績は、当社の事業を取り巻く経済情勢、市場の動向、為替レートなどにかかわるさまざまな要因により、記述されている業
績予想とは異なる可能性があることをご承知おきください。

カシオでは、自社と社会の持続的発展に向けた価値創造として、カシオの中長期戦略およびサステナビリティの取り組みを報
告するとともに、今後の取り組みのレベルアップに向けてステークホルダーの皆様とのコミュニケーションを図ることを目的に、
統合報告書を作成しています。編集においては、IFRS財団の「統合思考原則」や「統合報告フレームワーク」、経済産業省「価値
協創ガイダンス」などを参照しながら、カシオが中長期に目指す姿とその実現に向けた道筋をわかりやすく伝えることを意識し
て制作しています。

コーポレートコミュニケーション本部長である樫尾隆司を編集責任者とし、経営企画部、IR室およびサステナビリティ推進室を事
務局とした編集体制にて作成しました。制作事務局を中心に、各部署・責任者へのヒアリングと連携を行いながら企画構成など
の議論・設計を行いました。

制作体制

開示体系

「サステナビリティWebサイト」の情報をダウンロードできるPDFファイルを用意しています。
すべての情報の一括印刷や、必要なパートのみの分割印刷が可能です。

● サステナビリティレポート2024（2024年12月発行予定）

カシオのサステナビリティの取り組みを網羅的に報告し、検索性に優れたWebサイトを目指し情報開示しています。
　　https://www.casio.co.jp/csr/

● サステナビリティWebサイト

WEB

社会とともに持続的に成長するカシオの価値創造をお伝えする報告書として2019年より発行しています。
● 統合報告書

編集方針 目次

新たな経営体制２年目となる2024年6月、当社はパーパスを策定しました。
今後はこのパーパスをもとに、全従業員が一丸となって「創造 貢献」の次なる進化へと挑み、
中長期的な価値創出を目指します。
カシオの未来への道筋に込めた想いを社内外に発信し、対外的にはもちろんのこと、従業員
への理解促進、定着にもつなげていきます。統合報告書の継続的な進化を通じ、ステークホ
ルダーとの対話の一助となることを目指していきます。
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